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ママンンガガンンイイオオンンのの光光・・熱熱触触媒媒作作用用をを利利用用すするる
硝硝酸酸イイオオンンのの還還元元反反応応

● 産業廃水中に含まれる 硝硝酸酸イイオオンン や有機化合物の処理

● 硝酸イオンの還元的前処理と有機化合物の酸化分解処理

● 地球上に豊富に存在する ““ママンンガガンン”” ののイイオオンン（（Mn2+）） を触媒に応用

【【ママンンガガンンイイオオンン（（Mn2+））のの特特徴徴】】

✓ 光によって熱触媒特性を発現する ““光光・・熱熱触触媒媒”” として機能

✓ 太陽光の大部分を占める 600 nm ままででのの光光にに応応答答 （（太太陽陽光光のの有有効効利利用用））

● 硝酸イオンの逐次的な還元反応の中でも困難な 亜亜硝硝酸酸イイオオンン への変換が可能

【逐逐次次反反応応経経路路】 硝酸イオン ⇒亜亜硝硝酸酸イイオオンン ⇒窒素またはアンモニア

硝酸イオンの低環境負荷な処理方法の1つに “光触媒を利用する逐次還元反応” がある。

当研究室では、マンガンイオンが、太陽光の紫外・可視光線を利用でき、硝酸イオンから窒

素またはアンモニアへの変換で重要な“亜硝酸イオンへの還元的前処理”と“芳香族有機化合

物の酸化分解”を両立できる光・熱触媒として機能することを見出した。
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「亜硝酸イオンの製造方法、及び亜硝酸イオン

の製造システム」（特願2024-153421）
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